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審査の結果の要旨 

 

氏名 曽根 大地 

 

 本研究は、近年報告が増加しつつある扁桃体腫大を伴う側頭葉てんかんにつき、臨床像

と神経画像の特徴を明らかにし、更に 11C-メチオニン PETの集積と神経病理との相関や臨

床的有用性についても検討を加えたものであり、下記の結果を得ている。 

 

１． 26 名の扁桃体腫大を伴う側頭葉てんかん患者と 18 名の扁桃体腫大を伴わない側

頭葉てんかん患者（対照群）が組み入れられ、扁桃体腫大を伴う患者群では平均発症

年齢が対照群に比して有意に高く、60 歳以上の発症が多かった。また抗てんかん薬に

よる発作消失が 26名中 15名で得られ、対照群に比して有意に高い割合であった。 

２． FreeSurfer ソフトウェアを用いたMRI画像の定量解析では、扁桃体腫大を伴う側

頭葉てんかんの焦点側の扁桃体は対側に比して有意に容量が大きく、また左右差を表

す側方化指数（Laterality Index; LI）も対照群に比して有意に高値であった。扁桃体

腫大に対する視覚的評価について、補助的な定量評価を用いて確認がなされた。 

３． 11C-メチオニン PETの視覚的評価から、扁桃体腫大群 26名のうち 7名に腫大した

扁桃体への集積増加が認められ、定量解析によって統計学的にも確認がなされた。対

照群には集積増加者はみられなかった。 

４． 病理学的所見が得られた扁桃体腫大 6名、対照群 6名のうち、11C-メチオニン集積

増加のあった 3 名中 2 名で腫瘍性病変（低悪性度星状細胞腫、神経節細胞腫）が確認

された。残り 1名は限局性皮質異形成であった。11C-メチオニン集積増加のない 9名は

いずれも非腫瘍性病変が確認された。予備的ながら、11C-メチオニン PET が扁桃体腫

大を伴う側頭葉てんかんに価値ある情報を与えうることが示唆された。 

５． 18F-FDG-PETについても解析がなされたが、焦点側の糖代謝低下は示唆されたも

のの、病理所見との間で一定の傾向は認められなかった。扁桃体腫大を伴う側頭葉て

んかんの病理評価には、18F-FDG-PETの有用性は低いと考えられた。 

６． 扁桃体腫大の視覚的評価の再現性を 3 名の神経放射線科医を用いて検討し、中等

度の一致が見られることを確認した。 

 

 

以上、本論文は扁桃体腫大を伴う側頭葉てんかん患者につき、臨床的には既報に準じた

中高年発症や良好な薬剤反応性などを確認し、更に予備的ながら少数例で 11C-メチオニン

PET と腫瘍病理との関連を示唆した。これらの知見が今後のこの分野のより良い理解や臨

床の発展に寄与しうると考えられ、学位の授与に値するものと考えられる。 


